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より，新しい原理に基づいた光 IC 素子が，製作容易な条件のもとで司 しかも従来よりも簡単な構成
で実現される可能性がある。本研究は司このような観点に立ちー光通信技術の発展に多少とも貢献す























来ることを示すとともにー拡散形LiNb0 3 導波路を用いた変調器の実験例を示している D さらに周期
電極を加えて LiTa03導波路にわけるモード変換効率を向上させる実験例を示し.また伝搬軸を結晶
軸からずらせる方法により司直流バイアスなしで直線変調が可能な素子の実験例を示している。最後
に変調効率を向上させるために必要な薄膜導波路の構成材料の特性を検討するとともに.磁気光学効
果による導波モードと放射モードとの結合を利用した変調器および非相反素子について.具体的な数値
例と設計例を示している。このように本論文は光通信工学に寄与するものであり.学位論文として価
値あるものと認める。
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